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研究成果の概要（和文）：近年の日本の葬送墓制は、変動の中で大きく揺れ動いている。一方では都市化の進行で＜個
＞の重視に拍車がかかっているのに対し、他方で血縁・地縁・社縁といった伝統的な絆による＜群＞の論理も併行して
存続しており、＜個＞と＜群＞の微妙な力学の中に現代人の葬送墓制がおかれているからである。本研究ではわが国葬
送墓制の先端的動向に、東日本大震災の影響のもとに顕現してきた視座を加味することで、現代日本における生者と死
者の関わりの動態メカニズムをディシプリン横断的に解明する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

研究成果の概要（英文）：　The system of funeral ceremony and cremation changes greatly in contemporary 
Japan, recently. In the rear, there is a fight of sense of values between the individual-centered modern 
society and the group-centered traditional social sense of values. In this research, we find out the 
mechanism of the relations between the dead and the living from the standpoint of interdisciplinary 
method.
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、平成 21 年度から研究を開始し
て推進してきた、基盤研究(B)「わが国葬送墓
制の現代的変化に関する実証的研究−＜個＞
と＜群＞の相克−」の発展的延長線上に位置
する。平成 23年 3月 11日、東日本大震災が
勃発したことにより、通常のわが国の日常社
会では表に出てこなかった現代日本におけ
る遺体観・霊魂観・他界観などと関わる葬送
墓制の問題が顕在化してきた。そこでこれま
での科研を一年早めて終了し、東日本大震災
をめぐって明らかになった葬送墓制の特質
に対する視覚も加味する研究計画を立案し、
「様式 U-2」を提出したところ採用され、本
科研を平成 24年度からスタートした。 
 
２．研究の目的 
 近年の日本の葬送墓制は、変動のただ中で
大きく揺れ動いている。一方では都市化の進
行に伴い個人化・無形化・忘却化など都市に
おける死者の＜個＞レベルの論理が全国的
に進行しているのに対し、他方で血縁・地
縁・社縁といった伝統社会の絆に立つ＜群＞
の論理も併行して存続しており、＜個＞と＜
群＞の微妙な力学の中に現代人の葬送墓制
がおかれているからである。本研究ではこう
したわが国葬送墓制の先端的動向に、東日本
大震災と言った非日常の中に顕現してきた
視座を加味することで、ディシプリン横断的
にその成果を深め、現代日本にみる生者と死
者の関わりの動態メカニズムを解き明かす。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究チームを「葬送」班と「墓制」班に
二分し、それぞれの班内で＜歴史＞＜社会＞
＜意識＞のいずれかの分野を分担するよう
構成した。特に東日本大震災に関わる情報に
ついては、代表者が事務局長を務める「心の
相談室」との連携を図ることで、プライバシ
ーに配慮した綿密な情報を研究に活かすこ
ととした。 
 
(2) 本研究では「大都市圏の公営墓地にある
墓石の悉皆調査」と「葬送墓制に関わる全国
規模の意識調査」の二つの共同研究を実施し
た。またそれらと補完する目的で年度ごとに
設定した個人研究の発表機会として、年数回
研究会を開催し、意見交換を行うことで、現
代日本の葬送墓制に対する統合的な理解を
目指した。 
 
４．研究成果 
(1) 初年度には新旧の基盤（B）受け渡しとも
なる二回の国際シンポジウムを開催した。 
①国立歴史民俗博物館との共催として実施
した国際シンポジウムは、平成13年度まで行
っていた基盤（B）で予定していた企画で、予
定通り７月に大正大学で開催した。この企画
では中国・台湾・韓国の東アジア諸国の葬送
墓制の比較材料が提示され、盛んな議論がな

された。またそれと同時に、新たな本基盤研
究（B）のプロジェクトで目指すべき問題点の
洗い出しがなされる結果となった。このとき
の成果は、平成26年に東京大学出版会より『
変容する死の文化−現代東アジアの葬送と墓
制−』の書名で、刊行されている。 
 ②初年度の7月、旧知の鄭志明輔仁大学教授
から本研究グループに対して、中華生死学会
主催の国際シンポジウムを台湾において開催
したい旨の誘いがあり、これを受けて平成24
年2月、台湾において国際シンポジウムを一件
と、研究会を二件開催した。シンポジウムに
先立っては、台北周辺の葬送施設・墓地・納
骨堂・葬儀関係教育機関などへの巡検が執り
行われた。シンポジウムに際しては、巡検の
際に見聞した事例もシンポジウム発表や討議
内容の中に織り交ぜながら執り行われ、台湾
の研究者との間で非常に中身の濃い意見交換
や交流を行うことができた。この経験によっ
て、われわれの研究成果を東アジア葬送墓制
の中に相対化して位置づけた研究が推進され
ることとなった。 
 
(2)共同調査として企画した墓地調査は、千葉
県松戸市の自性院墓地、同市川市の妙好寺墓
地および大阪南墓園の悉皆調査が毎年継続し
て実施された。特に前者に対する調査でとら
れた調査方法、分析方法については、谷川章
雄と朽木量が中心となって「シリーズ墓標研
究入門」という作品を作成し、『墓石から歴
史を読む』と『実践・墓石解読法』の二枚の
DVDを千葉商科大学ICCネットワーク放送プロ
ジェクトから刊行した。また大阪南墓園の墓
石調査からも、近世以来の造墓活動の流れを
明らかにすることができた。 
 
(3) 最終年度の平成28年の2月20、21日に、
本科研の総決算とも言うべき公開シンポジ
ウム「イエ亡き時代の死者のゆくえ」を東京
都青山葬儀所において開催した。発表は「死
者を忘れない−“死者の記憶”保持のメカニ
ズム−」（鈴木岩弓）「発掘された江戸・東京
の墓−家と個人をめぐって−」（谷川章雄）「屋
敷墓から見た近世・近代」（朽木量）「納骨堂
の成立と展開」（山田慎也）「＜家＞なき時代
の葬送と法」（森謙二）「誰が死者を弔い、お
墓を守るのか」（小谷みどり）「個人化・無縁
化社会を超える葬送墓制」（槇村久子）「葬儀
研究からみる弔いの意味づけの変遷」（村上
興匡）で、日本宗教連盟元事務局長の戸松義
晴氏がコメントをつけた後、会場からの質問
も含めたところで質疑応答がなされ、議論の
深化が図られた。このときの議論の中心は、
死者を取り巻く社会変化に基づき、イエの代
替となる方法の模索におかれ、その成果は、
平成 28 年度中に吉川弘文館から公刊される
予定である。 
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